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2007.09.28

～2010.09.15

更
新

の
講
義
内
容

絵
本
と
言
語

15

『
エ
ソ
ポ
の
物
語
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

キ
リ
シ
タ
ン
版
『
エ
ソ
ポ
物
語
』

「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
、
あ
る
い
は
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
の
受
容

エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス

原
文
と
翻
刻

翻
刻
と
類
話

C
O

TO
B

A
N

O
Y

A
U

A
R

A
G

U
E

古
活
字
板
『
伊
曽
保
物
語
』

『
伊
曾
保
物
語
』
の
資
料

福
沢
諭
吉
翻
訳
『
童
蒙
を
し
へ
草
』

《
日
本
で
の
出
版
刊
行
》

日
本
教
育
文
庫
・

・
訓
誠
篇
下

黒
川
真
道
編

黒
川
真
道
・
小
滝
淳
校

明
治

年(

昭
和

年
復
刻)

。

１

４

43

51

十
銭
文
庫
。

明
治

年

２

44

文
明
源
流
叢
書
・

早
川
純
三
郎
編

山
田
安
栄
・
伊
藤
千
可
良
・
岩
橋
小
弥
太
校

大
正

年
。

３

１

２

〔
複
〕
稀
書
複
製
会
叢
書
・

期

大
正

年
～
昭
和

年
。

４

４

７

17

南
蛮
文
庫
。

５
近
代
日
本
文
学
大
系
・

・
仮
名
草
子
集

笹
川
種
郎
解
題

昭
和

年
。

６

１

３

文
禄
旧
訳
・
天
草
本
伊
曽
保
物
語

新
村
出
校
注
。

７
岩
波
文
庫
（
天
草
本
）

新
村
出
解
説
校
訂

昭
和

年
。

８

14

日
本
古
典
全
書
・
吉
利
支
丹
文
学
集
下

新
村
出
・
柊
源
一
校
注

昭
和

年
。

９

35

文
禄
二
年
耶
蘇
会
版
伊
曽
保
物
語

京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編

昭
和

年
。

10

38
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日
本
古
典
文
学
大
系
・

・
仮
名
草
子
集
（
古
活
字
版
）

森
田
武
解
説
校
注

昭
和

年
。

11

90

40

角
川
文
庫
（
キ
リ
シ
タ
ン
版
・
エ
ソ
ポ
物
語
、
古
活
字
本
・
伊
曽
保
物
語
）

大
塚
光
信
校
注

昭
和

年
。

12

46

〔
複
〕
岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊
・
近
世
編
・

・
仮
名
草
子

東
洋
文
庫
・
日
本
古
典
文
学
会

編
、
市
古
貞
次
解

13

２

説

昭
和

年
。

49

〔
複
〕
勉
誠
社
文
庫
・
（

古
活
字
版
）

中
川
芳
雄
解
題

昭
和

年
。

14

13

51

〔
複
〕
勉
誠
社
文
庫
・
（
３
天
草
版
）

福
島
邦
道
解
説

昭
和

年
。

15

51

仮
名
草
子
集
成
・
（
２
古
活
字
版
）

朝
倉
治
彦
編

昭
和

年
。

16

56

仮
名
草
子
集
成
・
（
３
寛
永
古
活
字
版
・
寛
永
十
六
年
古
活
字
版
・
万
治
二
年
版
）

朝
倉
治
彦

編

昭
和

年

17

57

邦
訳
二
種
伊
曽
保
物
語
の
原
典
的
研
究

正
編

遠
藤
潤
一
著

昭
和

年
。

18

58

古
活
字
版
伊
曽
保
物
語
・
大
学
古
典
叢
書
・

飯
野
純
英
校
訂
・
小
堀
桂
一
郎
解
説

昭
和

年
。

19

７

61

伊
曽
保
物
語
第
二
種
本
の
翻
刻
と
本
文
研
究

遠
藤
潤
一
著

平
成

年
。

20

５

岩
波
文
庫
（
万
治
絵
入
本
）

武
藤
禎
夫
校
注

平
成

年
。

21

12

※
古
典
の
教
科
書
―
近
代
の
道
―

鳥
と
獣
の
事
［
エ
ソ
ポ
物
語
］

『
伊
曾
保
物
語
』

か
ら
『
伊
曾
普
物
語
』
へ

雛
屋
立
圃
、
書
名
は
『
伊
曾
保
物
語
繪
卷
』
三
卷

「
イ
ソ
ッ
プ
」
の
世
界

※
戦
後
～
一
九
九
七
年
四
月
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
一
八
〇
数
冊
の
な
か
か
ら
、
「
あ
り
と
き
り

ぎ
り
す
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
本
一
〇
七
冊
の
表
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「ESO
PO

」
の
肖
像
画

エ
ソ
ポ
と
い
う
人
物
を
私
た
ち
は

実
際
に
は
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人
物

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
後
世
の
人

た
ち
が
彼
の
人
物
画
を
多
く
描
く

よ
う
成
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
絵

は
、
ま
さ
に
彼
を
こ
の
世
に
再
現

さ
せ
、
具
現
化
し
た
最
た
る
も
の

で
し
ょ
う
。

エ
ソ
ポ
の
フ
ァ
ヴ
ラ
ス

《
課
題
１
》

こ
の
『
エ
ソ
ポ
物
語
』
の
寓
話
の
な
か
か
ら
一
編
の
お
話
し
を
選
ん
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
が
気
づ
い
た

こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
「
こ
と
ば
の
和
ら
げ
」
に
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
比
較
し
て
確
認

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
の
譚
の
図
絵

『
獨
和

對
譯

エ
ソ
ッ
プ
物
語
』
〔
郁
文
堂
書
店
・
大
正

年
刊
〕

12

龜
が
足
の
の
ろ
い
た
め
に
兎
の
嘲
笑
に
逢
つ
た
。
併
し
龜
は
大
膽
に
も
兎
に
向
つ
て
競
争
を
挑
ん
だ
。
兎
は
自
慢
の

た
め
と
い
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
戯
れ
に
其
を
承
知
し
た
。
競
争
の
日
が
來
て
決
勝
點
も
定
め
ら
れ
、
兩
者
は
同
一
の
瞬
間

に
コ
ー
ス
に
は
い
つ
た
。
龜
は
緩
漫
で
は
あ
る
が
一
生
懸
命
に
這
つ
て
行
つ
た
。
兎
は
龜
に
對
す
る
嘲
弄
を
極
端
に
行

ふ
こ
と
の
た
め
に
、
無
限
に
澤
山
の
横
飛
び
を
や
つ
て
、
も
う
決
勝
點
か
ら
數
歩
の
處
ま
で
來
た
時
、
草
の
中
に
轉
が

つ
て
疲
勞
の
た
め
に
眠
込
ん
で
し
ま
つ
た
、
し
て
彼
が
見
物
人
の
高
い
歡
呼
の
聲
に
目
を
覺
ま
し
た
時
に
は
龜
は
既
に

向
こ
ふ
の
決
勝
點
の
處
に
居
た
。
此
時
龜
は
此
方
に
歸
へ
つ
て
來
た
、
併
し
兎
は
面
目
な
げ
に
側
路
に
は
い
つ
た
、
し

て
蘇
率
直
に
告
白
し
た
、
私
は
自
分
の
早
さ
に
對
す
る
過
大
な
信
頼
に
依
つ
て
世
界
中
の
最
も
遲
い
動
物
に
恥
を
か
ゝ
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さ
れ
た
。

好
い
頭
で
も
輕
卒
で
あ
れ
ば
た
と
ひ
中
庸
で
も
繼
續
的
に
勉
強
す
る
も
の
に
屢
々
追
ひ
つ
か
れ
る
否
凌
駕
せ
ら
れ
る
。

現
代
版
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
―
う
さ
ぎ
と
か
め
」

◇http://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=rEjcC

qExB
P4&

feature=related

〔
「
日
本
昔
話
」
よ
り
〕

◇http://hukum
usum

e.com
/douw

a/am
im

e/003.htm
l

〔
音
声
〕

こ
の
「
兎
と
龜
」
の
話
が
日
本
の
民
話
と
し
て
深
く
根
付
い
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
遠
く
山
の
向
こ

う
に
見
え
る
山
頂
ま
で
走
る
競
争
が
大
好
き
な
国
民
？
。
龜
の
鈍
足
で
も
最
後
の
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
目
的
を
遂
行
す

か
け
つ
こ

る
意
識
が
日
本
人
気
質
と
し
て
ぴ
っ
た
り
調
和
し
て
い
る
か
ら
…
…
。
そ
れ
と
も
兎
の
よ
う
な
ど
ん
な
重
要
な
取
り
組

み
で
も
中
途
で
休
む
く
ら
い
の
ゆ
と
り
が
あ
り
、
後
か
ら
き
て
も
決
し
て
負
け
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
自
負
心
が
あ
る

と
こ
ろ
が
…
…
。
と
い
っ
た
具
合
に
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
幾
つ
も
の
要
因
が
こ
の
お
話
に
は
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

絵
本
に
仕
立
て
直
し
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
お
話
も
ご
く
ご
く
自
然
と
身
近
な
物
事
や
出
来
事
に
様
変
わ
り
す
る
か

ら
不
思
議
で
す
。
こ
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
斯
く
も
世
界
的
認
識
を
持
ち
、
日
本
と
い
う
極
東
に
位
置
す
る
列
嶋
に
ま
で

辿
り
着
き
、
か
つ
私
た
ち
日
本
人
の
心
の
奥
底
に
ま
で
届
い
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
気
持
ち
で
す
。
今
、
絵
本
は
何
千

何
万
冊
の
作
品
が
こ
の
世
に
刊
行
さ
れ
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
の
世
に
人
と
い
う
生
き
物
が
存
在
す
る
限
り
、

途
方
も
な
い
数
の
絵
本
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
度
は
読
ん
で
お
き
た
い
物
語
絵
本
を
も
し
貴
方
が
選
ぶ
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
物
語
絵
本
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
。

江
戸
時
代
よ
り
や
や
前
の
武
士
集
団
＝
戦
国
大
名
が
活
躍
す
る
時
代
に
、
各
々
大
名
家
の
姫
君
達
が
輿
入
れ
す
る
際

に
嫁
入
り
本
と
し
て
、
制
作
さ
れ
た
書
物
に
「
奈
良
絵
本
」
が
あ
り
ま
し
た
。
物
語
性
の
高
い
作
品
を
専
門
の
絵
師
が

彩
色
の
図
絵
を
も
っ
て
構
成
し
、
読
む
方
の
こ
ゝ
ろ
を
夢
中
に
さ
せ
た
絵
に
よ
る
書
物
の
一
つ
で
す
。
こ
の
「
奈
良
絵
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本
」
は
、
現
存
す
る
資
料
だ
け
で
も
数
千
種
に
及
び
ま
す
。
絵
に
て
表
現
す
る
こ
と
は
、
こ
と
ば
文
字
で
表
現
す
る
已

上
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ッ
ト
を
読
み
手
に
届
け
て
い
き
ま
す
。
私
が
最
初
に
眼
に
し
た
「
奈
良
絵
本
」
は
、
愛
知
県
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
が
所
蔵
す
る
奈
良
絵
本
『
徒
然
草
』
で
し
た
、
こ
の
冒
頭
の
絵
の
光
景
は
、
兼
好
法
師
が
己
の
草
の

庵
で
書
き
物
を
し
て
い
る
姿
を
描
き
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
校
の
古
典
教
科
書
の
挿
絵
と
し
て
も
採
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
「
奈
良
絵
本
」
は
、
『
平
家
物
語
絵
巻
』
『
太
平
記
絵
巻
』
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』
等
の
下
地
を
以
て
編
ま
れ

た
作
品
で
し
ょ
う
。
こ
の
「
奈
良
絵
本
」
中
の
傑
作
は
、
『
酒
呑
童
子
絵
巻
』
で
し
ょ
う
か
。
源
頼
光
の
大
江
山
の
鬼

退
治
の
、
首
領
の
鬼
の
首
を
斬
る
シ
ー
ン
と
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
…
…
。

絵
入
り
本
と
あ
る
だ
け
で
、
読
者
の
関
心
も
様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。
さ
し
ず
め
、
現
代
の
社
会
で
云
え
ば
、
物

語
や
マ
ン
ガ
の
話
内
容
が
映
画
や
動
画
と
し
て
表
現
さ
れ
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
そ
の
作
風
の
彩
り
ま
で
も
か
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
白
か
ら
青
・
黄
・
赤
と
別
な
色
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
そ
の
本
来
の
作
品
が
有

す
る
世
界
が
別
角
度
か
ら
見
る
も
の
と
な
っ
て
そ
の
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
実
際
の
作
品
を
何
か
展
開
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
も
日
本
の
お
話
で
は
な
い
の
で
す
が
、
よ
く
よ
く
認
知

し
て
い
る
『
孫
悟
空
』
と
云
う
「
さ
る
【
猿
】
」
の
お
話
は
如
何
で
し
ょ
う
。
三
蔵
法
師
と
い
う
尊
い
僧
侶
に
随
順
し

て
震
旦
の
都
か
ら
天
竺
ま
で
経
典
を
取
り
に
い
く
お
話
で
す
。
こ
の
三
蔵
法
師
は
実
際
に
存
在
し
た
人
物
で
、
『
三
蔵

法
師
傳
』
と
い
う
書
物
が
原
典
で
す
。
こ
の
三
蔵
法
師
に
供
す
る
異
形
異
能
の
「
孫
悟
空
」
の
名
の
下
に
幾
つ
か
の
こ

と
ば
を
付
加
し
て
、
「
…
の
大
冒
険
」
と
か
「
…
漫
遊
記
」
と
い
う
名
の
書
物
が
誕
生
し
ま
し
た
。
一
番
ポ
ピ
ュ
ー
ラ

な
名
前
が
『
西
遊
記
』
と
云
い
ま
す
。
で
す
が
、
日
本
の
仏
教
説
話
集
に
は
「
孫
悟
空
」
の
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
ず
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っ
と
後
世
に
な
っ
て
こ
の
話
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

図
版
は
、
『
畫
本
西
遊
全
傳
』
の
挿
絵

『
西
遊
記
』
は
中
国
、
明
の
時
代
（
十
六
世
紀
後
半
）
に
書
か
れ
た
小
説
で
あ
り
、
唐
の
時
代
（
七
世
紀
）
に
イ
ン
ド
へ
お
経
を
取
り

に
行
っ
た
高
僧
玄

奘
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
孫
悟
空
や
猪
八
戒
、
沙
悟
浄
は
実
際
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

げ
ん
じ
よ
う

唐
皇
帝
太
宗
の
意
向
で
、
筆
が
立
つ
僧
で
あ
る
弁
機
が
玄
奘
の
口
述
に
も
と
づ
い
て
西
域
の
様
子
を
記
し
た
『
大
唐
西
域
記
』
と
、
玄

べ
ん
ぎ

奘
の
弟
子
の
慧

立
と
〈
げ
ん
そ
う
〉
が
書
い
た
『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
玄
奘
の
旅
路
が
説
話
と

え
り
ゆ
う

な
っ
て
演
劇
、
小
説
、
詩
集
な
ど
と
発
展
す
る
過
程
で
成
立
し
た
。
〔
「
西
遊
記
と
は
…
」
よ
り
〕

- 8 -
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図
版
は
、
雑
誌
「
此
の
花
」
第
四
枝
よ
り

も
う
一
度
、
イ
ソ
ッ
プ
の
寓
話
に
眼
を
向
け
て
見
ま
し
ょ
う
。
こ
の
お
話
も
、
室
町
時
代
以
降
の
戦
国
大
名
が
天
下

を
収
め
よ
う
と
諍
い
の
絶
え
な
か
っ
た
時
代
を
終
焉
す
る
織
田
信
長
の
時
代
に
南
蠻
の
宣
教
師
が
も
た
ら
し
た
物
語
だ

っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
ロ
ー
マ
字
で
表
記
さ
れ
、
日
本
の
天
草
学
林
で
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
機
械
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
書
物
を
天
草
本
、
切
支
丹
本
と
呼
称
さ
れ
ま
し

た
。
で
す
が
、
時
代
は
当
に
変
動
期
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
政
治
的
に
排
除
す
る
時
代

が
訪
れ
、
こ
れ
ら
の
書
物
も
焚
書
と
化
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
国
外
に
持
ち
出
さ
れ
た
数
冊
が
今
日

西
欧
の
国
々
の
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
て
、
再
び
陽
の
目
を
見
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
こ
の
天
草
版
『
伊
曾
保
物
語
』

だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
物
語
は
、
日
本
人
の
書
き
手
で
あ
る
雛
屋
立
圃
に
よ
っ
て
『
伊
曾
保
物
語
絵
巻
』
に
仕
立
て
ら

れ
、
明
治
四
〇
年
代
ま
で
日
本
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
書
物
を
最
後
に
見
た
人
物
が
大
槻
如
傳
と
い
う

人
で
し
た
。
彼
は
こ
れ
を
見
て
買
い
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
当
時
の
金
額
で
い
え
ば
一
家
の
財
政
を
も
っ
て
も

買
え
な
い
代
物
で
し
た
。
と
う
と
う
何
人
の
手
（
外
国
人
）
に
か
に
渡
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
世
か
ら
姿
を
消
し
て
久
し

い
書
物
と
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
こ
の
雛
屋
立
圃
の
手
に
な
る
『
伊
曾
保
物
語
絵
巻
』
を
版
木
に
刻
み
、
出
版
し
た
書
物
と
し
て
、
国
字
本

『
伊
曾
保
物
語
』
が
今
日
ま
で
、
本
邦
に
遺
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
間
に
位
置
す
る
立
圃
の
絵
巻
が
あ
れ
ば
、
そ
の
文

化
交
流
の
足
跡
を
つ
な
ぎ
止
め
る
架
け
橋
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。
実
際
、
現
存
す
る
大
英
博
物
館
が
所
蔵
す
る
天
草
版

『
伊
曾
保
物
語
』
と
国
字
本
『
伊
曾
保
物
語
』
を
比
較
展
示
す
る
催
し
が
イ
ギ
リ
ス
大
英
博
物
館
で
企
画
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
『
伊
曾
保
物
語
』
と
い
う
書
物
が
先
か
、
そ
れ
と
も
『
西
遊
記
』
が
先
か
、
ご
自
身
で
日
本
渡
航
の
二
つ
の
譚
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を
ご
自
身
で
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
も
絵
本
仕
立
て
と
し
て
、
既
に
江
戸
時
代
に
は
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。


